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　１１月３日（木）のふれあい集会へのご支援ご協力に感謝申し上げます。第１部は舞台発表、第

２部はみみづくり・餅つきという内容でしたが、学校としましては、このふれあい集会を次のよう

なねらいで取り組んできました。

＜第１部＞

　みんなの心を一つにして、協力して参加する喜び、そして何よりも学習発表会での舞台を経験さ

せることによって、子どもたち一人一人に人前で発表する度胸とか表現力といったものを培いたい

と考えています。学校行事は、一人一人の子どものよさを、学校の友達みんなや、保護者、地域の

方々等、広く全体に見ていただくよい機会です。学習活動のいろいろな場面で、それぞれの子ども

が持っている「よさ」や特質を発揮させたいと考えています。

　子どもたち一人一人が輝く「ふれあい集会」を経験することによって、卒業後も中部小学校の思

い出として心に深く残り、ふるさと中部を大切に思う子どもになってなってほしいです。

＜第２部＞

　子どもたちの生活スタイルの変化に伴い、自然や地域との関わりが希薄になってきています。そ

こで、生産活動やものづくりなどの体験的な学習をとおして農作物の成長や収穫の喜び、勤労の尊

さを実感し、「食」について考えさせたいというねらいで第２部を計画しました。依田英治元校長

先生にお願いし、５年生が餅米作りを行いました。収穫した餅米で餅をつき、それをみんなが食し

収穫の喜びを味わうとともに感謝の気持ちを抱かせたいという願いから設定しました。

　みみは、南アルプスの源氏山に抱かれた秘境十谷において、源氏の武将が作って食し戦勝を祝っ

たという故事からこの集落の祝いの日の代表的な食事として伝えられています。富士川町の郷土料

理なので、地域の方々から教えていただき伝承していってほしいという願いがあります。

　また、地域の皆さんや子どもたちの作品をとおしてさらに交流を深める機会になるように作品展

示も行いました。

　このようなねらいでふれあい集会を行いましたが、地域の皆様、保護者の皆様のご支援ご協力の

お陰でタイムスケジュール通り進行することができ、改めて中部地区の団結力を実感することがで

きました。

　第１部では、民踊部の皆さんの発表、高校生の発表と「私の主張」、そして、児童の発表等どれ

も文化の日にふさわしい出し物でした。

　また、第２部では、食生活改善推進員さんやすみれ会の皆さん、中部地区教育推進協議会専門部

員、保護者の皆様のご協力で目的を達成することができました。ありがとうございました。
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舞踊「恋ごよみ」「武田二十四将」

バイオリン独奏

「ひまわり」

歌唱「One　Love」

中部地区民踊部のみなさんです

　
計
画
段
階
で
は
、
う
ま
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作
れ
る
の
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進
行
で
き
る

の
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安
が
あ
り
ま
し
た
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の
方
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協
力
で
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れ
あ
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あ
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２人とも本校の卒業生です
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食生活改善推進員さんとの打合せは、６

回行い綿密なタイムスケジュールをたて

ました。前日には野菜を全て切り、だし

もとり準備万端！当日も朝８時から準備

してくださいました。

保坂金子様、保坂公恵様、斉藤雪枝様、

望月勝江様、望月仁美様、ありがとうご

ざいました。

みみは、合計約６００個作りました。

子どもたちも手際よく箕の形にしてい

ました。

みんなで食べると余計おいしいね！こんな声が聞こえてきそうですね。

１２時３０分には、いただきますができました。

餅をちぎるのは、すみれ会が担当です

きな粉や餡を付けるのは女性担当です

依田栄子様、深沢みち江様、野中よし

子様、野中みち江様、保坂よし子様、

雨宮佳子様、望月文子様、深沢美智子

様、ありがとうございました。

あっという間に餅もつき上がりま

した。

ランチョンマットに配膳するのは

子どもたちと男性が担当です。

専
門
部
の
皆
さ
ん
が
餅
つ
き
、
会
場
設
営
、
調
理
器
具
借
用

返
却
等
に
大
活
躍
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


